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利
用
者
臼
名
の
長
寿
を
お
祝
い

特
別
養
護
老
人
ホ
l
ム
心
和
国

敬
老
捜
与
式

平
成
初
年
4
月
1
日
よ
り
指

定
管
理
者
と
し
て
移
行
さ
れ
た
、

特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
心
和
園

の
運
営
も
早
い
も
の
で
も
う
半

年
が
経
ち
ま
し
た
。

今
回
は
、

9
月
日
日
（
木
）

に
聞
か
れ
た
心
和
国
で
の

「
敬
老
授
与
式
」
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

心
和
園
は
、
一
つ
の
自
治

区
と
し
て
毎
年
敬
老
授
与
式

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
同
時
に

入
所
者
の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
に

し
て
い
る
行
事
で
も
あ
り
ま
す
。

最
初
に
運
営
法
人
を
代
表
し

て
大
野
会
長
よ
り
お
祝
い
の
挨

拶
を
申
し
上
げ
、
来
賓
と
し
て

若
狭
町
長
の
出
席
も
い
た
だ
き
、

皆
さ
ん
へ
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

［上］忙しい中を駆けつけ
ていただいた若狭町長に祝

辞をいただきました

し
た
。今
年
は
、
刊
歳
以
上
の
対
象

者
が
悦
名
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
内
、
仙
寿
（
1
0
0
歳
以
上
）

が
舟
山
キ
エ
さ
ん
・
中
島
香
女

代
さ
ん
の

2
名
、
白
寿
（
叩
歳
）

が
小
原
秀
雄
さ
ん
の

1
名
、
米

寿
（
∞
∞
歳
）
が
鈴
木
千
恵
さ
ん

の
1
名
、
傘
寿
（
前
歳
）
が
小

幡
ス
メ
子
さ
ん
の

1
名
、
併
せ

て
5
名
の
長
寿
祝
金
贈
呈
該
当

者
が
、
若
狭
町
長
か
ら
祝
金
を

受
け
取
り
ま
し
た
。

ま
た
、
対
象
入
所
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
心
和
国
か
ら
記
念
品

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
こ

の
記
念

品
は
、
入
所
者
の
皆
さ
ん
に
少

2 

［写真2枚］記念品を受け取る利用
者。受け取る利用者からは笑顔が
みられる場面も

し
で
も
喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、

東
フ
ロ
ア
・
西
フ
ロ
ア
・

ユ
ニ
ッ

ト
フ
ロ
ア
で
各
記
念
品
を
職
員

で
選
び
考
え
た
も
の
に
し
、

司

会
が
一
人
ひ
と
り
の
名
前
を
読



［左］ 一つひとつ
にお祝いのメッ
セージが書かれ

た手作りの敬老
カー ドがプレゼ

ント

［上］利用者を代表して、謝辞を述べ
た西津トシ子さん

み
上
げ
、
大
野
会
長
・
斉
藤
事

務
局
長

・
小
池
施
設
長
か
ら
入

所
者
全
員
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

最
後
に
心
和
園
の
利
用
者
を

代
表
し
て
西
津
ト
シ
子
さ
ん
か

ら
謝
辞
を
い
た
だ
き
、
今
年
の

心
和
国
敬
老
授
与
式
は
閉
会
し

ま
し
た
。

‘
夕
食
時
に
は
、
こ
の
日
の
た

め
に
職
員
が
作
成
し
た
お
祝
い

の
言
葉
を
書
き
込
ん
だ
手
作
り

の
敬
老
カ

l
ド
を
入
所
者
全
員

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

心
和
園
も
昭
和
問
年
開
設
時

と
比
べ
、
時
代
背
景
や
介
護
保

険
制
度
が
施
行
さ
れ
て
、
措
置

か
ら
契
約
へ
と
変
わ
り
年
々
入

［右］この日

の 夕食は 、

いつもより
豪華な敬老
会特別食

所
者
の
重
度
化
と
高
齢
化
が
目

立
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
元
気
に
心
和
園
で
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
職
員

一
向
、
よ

り

一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
も
、
心
和
国
敬
老
会
に

堀
部
穂
子
さ
ん
よ
り
盛
花
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。

｜長寿祝金対象者｜

傘寿（80歳）を迎えた小幡スメ子さん左写真

米寿（88歳）を迎えた鈴木千恵さん左下写真

白寿（99歳）を迎えた小原秀雄さん右下写真
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昨
年
好
評
に
つ
き
、
今
年
も

引
き
続
き
行

っ
た
地
域
福
祉
事

業
資
金
造
成
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
ピ

ア
パ

ー
テ
ィ
ー
が
、

9
月

6
日、

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

大
盛
況
で
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
者

3
0
6
名

で
、
用
意
さ
れ
た
サ
ッ
ポ
ロ
、

ア
サ
ヒ
、
キ
リ
ン
と
サ
ン
ト
リ
ー

の
4
銘
柄
の
ピ

l
ル
で
、
参
加

者
の
多
く
が
、
暖
か
い
夜
の
時

間
を
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
交
流

し
ま
し
た
。

当
日
の
収
益
は
、

会
券
収
入

の
9
0
9
，
0
0
0
円
で
、
か

か
っ
た
経
費
3
9
7
，
7
4
4

円
を
差
し
引
き
、
残
額
5
1

1
，

2
5
6
円
が
チ
ャ
リ
テ
ィ
l
益

金
と
な
り
ま
し
た
。
（表）

こ
の
益
金
は
、
緊
急
情
報
キ
ッ

ト

「
か
け
は
し
」
の
購
入
費
や

－終わる
地域福祉事業資金造成
チャリティーピアパーティ

～チャリティー益金は511,256円～

チャリティービアパーティー収支報告
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表

4
1
 

－吉
田

｜支出の部 ｜ 

地
域
の
福
祉
活
動
へ
助
成
す
る

「た
す
け
あ
い
チ

l
ム
助
成
」

の
ほ
か
、
今
年
度
の
地
域
福
祉

事
業
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
余
剰
金
は
、
翌
年
度

の
地
域
福
祉
事
業
の
貴
重
な
財

源
と
し
て
繰
り
越
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
理

解
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

263,360円｜飲物、オードプル等

60,160円｜お楽しみ抽選会景品

21,146円｜会券作成・周知等

19,934円｜会券作成等

一②

円
一
円

凋
咋

一

凋
斗

A
守

一

A
『

41
一

可

I

司

d
一

守

r

q
d

－nu 
内

d計

費

費

一

搬

経

一

費

費

費

運

他

一

食

品

刷

信

の

一

飲

景

印

通

そ

一

mD翠翠窪ヨ・・・・・・・・・・・・・・・・｜収支差額 I 511,256円｜①一② ｜ 

1
1
1
1
せわム日間

則

ホームヘlレバーを募集しています
・その他／詳細は、

ください。

・問い合わせ／祉

協（総務地域課）

852-7752 

普通自動車免許

・募集人数／若干名

・時給／ 1, 350円以内（社会保

険ほか加入あり）

・応募方法／履歴書と資格証明

書（写）を社協へ提出

社協では、ホームヘノレパーと

して勤務する常勤 ・臨時職員を

募集しています。

・募集条件／介護職員初任者研

修修了（旧訪問介護員養成研修

2級課程）以上の介護職資格、
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［ニュース＆トピックス］
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女社協の行催事の他、町内福祉団体の話題などをまとめてお伝えします。

［上］車いす操作の説明を真剣に

聞く厚岸小学校の児童たち

福祉の学習を行った
厚館小学校地域参観日

［右］社会奉仕の日に

あわせ厚岸樹木園の

清掃活動を行った老

人クラブ会員

［右］厚岸町から参

加した身障分会会員

で記念写真

笑いヨ刀で健康に 厚岸樹木園清掃活動
釧身協幹部aぴ会員研修会 老人クラブ祉会奉仕の目

厚岸小学校で、は、 9月 13日、 到＂路地区身体 障害者福祉協会 厚岸町老人クラブ連合会は、 9

月20日、全国の老人クラブが奉

仕活動を行う「社会奉仕の 日J

にあわせ、厚岸樹木園（愛冠）の

清掃活動を行いました。

同校の地域参観日の一環で、社 「幹部及び会員研修会Jが9月 17

協職員を講師に 「福祉の学習」 日・18日の 1泊2日で、弟子屈

を行いました。 町ホテノレきたふくろうを会場に

6年月組の児童たちが、福祉に 行われました。

おけるコミュニケーションの演 この研修は、会員相互の親睦 会員たちは、だれもが散策し

習で、人それぞれの価値観や考 や交流を深めるため毎年開催さ やすいようにと、広い樹木園に

え方の違いを、 車いす体験で、 れている事業で、厚岸町からは、整備されている遊歩道の落葉や

介助する側と介助される側の気 会員 3名が参加し、笑うことで 小枝を拾いきれいにしました。

持ちの理解を学習しました。 呼吸が深くなり、心臓の動きを また、当日指導された釧路総

車いす体験では、段差や柔ら 良くして、さらにリラックス効 合振興局森林室の職員が、作業

かい地面（マットの上）の障害物 果で健康になる「笑いヨガjの実 をしながら、圏内に植えられて

に、「怖しリ 「重しリなどの声が 技が行われ、参加者はみんな一 いる道内樹種のほか、めずらし

あがり 、介助される側の不安や、 緒に大きな声で笑って楽しみな い道外樹種や外国樹種の特徴を

介助する側の難しさを体感して がら体験しました。 くわしく説明してくれました。

いました。

祉協では、福祉学習プログラ

ムを一緒に考えていきますので、

興味のある方は相談ください。

5 

また、夜には交流会が開かれ、 同樹木園では、四季を通じて

ほか町村の会員が一緒に、食事 多種多様な草花の開花もみられ

を取りながら会話が弾み、大い るそうなので、みなさまも一度

に親睦を深めました。 足を運んではいかがでしょうか。



じょんの町を良くするしくみ。

、ヰヰ根共同募金赤し

十
月
一
日
か
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
が

全
国
一
斉
に
始
ま
り
ま
す

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、

「
じ
ぶ
ん
の
町
を
良
く
す
る
し
く

み
」
と
し
て
、
地
域
と
一
緒
に

進
め
て
い
く
た
め
の
運
動
で
あ

り
、
毎
年
多
く
の
募
金
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
す

寄
付
金
は
、

北
海
道
共
同
募
金

会
に
集
め
ら
れ
、
高
齢
者

・
障

が
い
の
あ
る
方
な
ど
を
支
援
す

る
団
体
や
地
域
住
民
に
よ
る
福

祉
活
動
な
ど
に
幅
広
く
活
用
さ

れ
、
自
然
災
害
及
び
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
の
被
災
者

及
び
被
災
地
支
援
に
も
役
立
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
叩
月
1
日
か
ら
ロ
月

［上］昨年のあっけし社嬬まつり会場での
街頭募金のようす

出
日
ま
で
の

3
ヶ
月
間
、
全
国

一
斉
で
展
開
さ
れ
、
町
内
で
も

各
家
庭
や
事
業
所
、
職
場
な
ど

様
々
な
機
会
を
通
じ
て
募
金
活

動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
ロ
月

1
日
か
ら
は
年

末
年
始
を
誰
も
が
明
る
く
迎
え

ら
れ
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
の

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
行
わ

れ
ま
す
。
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
た

め
の
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

向
け
て
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今年の
厚岸町の目標額は

2, 580, 000同

．学後募金…福祉教育の一環として、学校を通し

て行います。

..峨募金…会社や役場などの社員 ・職員に呼び

かけ募金をお願いします。

厚岸町で実施する募金の取り組み

．街頭募金…人の集まる場所 ・イベント会場など

街頭にたって行います。

．戸別事金…自治会を通じて、世帯ごとに募金を

お願いします。・2量人事金…企業 ・団体 ・商店など直接訪問して
募金をお願いします。
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寄
付
金
の
使
い
み
ち

寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
は
、
全

て
我
が
町
と
北
海
道
の
地
域
福

祉
活
動
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ

ま
す
。
（
表
）

厚
岸
町
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
も

っ
方
な
ど
を
支
援
す
る
福
祉
団

体

・
福
祉
施
設
、
福
祉
活
動
を

推
進
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議

会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活

動
資
金
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

税
制
上
の
優
遇
措
置

個
人
や
企
業
が
赤
い
羽
根
共

同
募
金
に
一

一千
円
以
上
寄
付
し

た
場
合
、
税
制
上
優
遇
措
置
の

適
用
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

株
式
会
社
な
ど
法
人
の
場
合

は
、
法
人
税
法
に
よ
り
法
人
所

得
の
計
算
上
「
全
額
損
金
」
と

し
て
取
り
扱
え
ま
す
。

ま
た
、
個
人
の
場
合
は
、
所

得
税
の
所
得
控
除
、
住
民
税
の

税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

こ
の
扱
い
は
確
定
申
告
の
際

［上］助成交付書を受け取る難病連厚岸・ 浜中支部

に
領
収
証
を
添
付
の
上
、
申
告

す
る
と
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

災
害
に
よ
り
被
災
し
た

方
に
は
災
害
見
舞
金
を

交
付
し
ま
す

火
災
及
び
風
水
害
に
よ
り
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
被
災
者

に
「
災
害
見
舞
金
」
を
交
付
し

ま
す
。

－
道
内
市
町
村
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

－
自
己
の
居
住
用
に
供
し
て
い

る
住
家
に
被
害
を
受
け
た
こ
と

災
害
見
舞
金
は
、
被
害
状
況

に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
交
付
さ

れ
ま
す
。

①
災
害
に
よ
り
世
帯
構
成
員
が

死
亡
さ
れ
た
場
合
、

一
人
に
つ

き
二
万
円

②
住
家
に
被
害
を
受
け
た
場
合
、

全
壊

・
全
焼
・
流
失
は
二
万
円
、

半
壊
・
半
焼
・
床
上
浸
水
は

一

万
円
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
災
害
救
助
法
の
適

用
を
受
け
た
場
合
、
催
災
者
の

故
意
又
は
重
大
な
過
失
が
災
害

発
生
の
原
因
と
判
断
さ
れ
る
場

合
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

助
成
申
請
し
ま
せ
ん
か

し
た
ら
相
談
く
だ
さ
い
。
（
連
絡

先
／
厚
岸
町
共
同
募
金
委
員
会

事
務
局

h
臼
ー
7
7
5
2）

こ
れ
か
ら
活
動
を
考
え
て
い

る
団
体
で
、
ご
希
望
が
あ
り
ま

（表）

26年度共同募金問成決定団体と助成額（厚岸町〉
J【亙室直室亙三家主；LたずJ!!f村地域団｛ギ配牙：（忌面否Tl’｛‘
厚岸町社会福祉協議会 広報誌発行 525,333円

厚岸町社会福祉協議会 たすけあいチーム助成事業 280,000円

厚岸町社会福祉協議会 ふらつとニコニコ広場 200,000円

厚岸町社会福祉協議会 ふれあい会食会 180,000円

厚岸町社会福祉協議会 地域福祉懇談会 100,000円

厚岸町社会福祉協議会 ボランティア研修会 50,000円

厚岸町老人クラブ連合会 会員演芸交流会 140,000円

厚岸町老人クラブ連合会 高齢者生きがい事業 40,000円

厚岸町障害者（児）ふれあい7工スティハ．ル実行委員会 こう福祉21 110,000円

あっけしサポートネット『のびのび」 レスパイトサービス事業 100,000円

厚岸町地域子ども会育成連絡協議会 野外活動体験事業「親子でるるる」 30,000円

身体障害者福祉協会厚岸町分会 町外研修旅行 55,000円

厚岸町ボランティア連絡協議会 ホヲンティ7の集い「なかま」フリーマーケット 50,000円

厚岸コミュニケーション障害の会 会員研修旅行 30,000円

北海道難病連厚岸・浜中支部 医療講演会 30,000円

ちいさな絵本箱 読み聞かせ事業 30,000円

4ロ:.. 言十 1,950,333円
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子育てを支援する

ファミリーサポート事業は、 交流会を年に 1度実施していま 園田 時
地域の住民同士が子どもを預か す。 平成26年 11月29日 （土）

ることで、地域の中に安心して 今回は、本の森厚岸情報館職 1 0時から 12時まで

子育てをする環境が生まれるよ 員に協力いただき、絵本の読み ・場 所
うに子育てを支援していく、 会 聞かせや、参加会員の自己紹介、 社会福祉センター和室

員登録制の事業です。 意見交換を行います。 ・参加対象
この事業では、育児の援助を 会員みなさんの参加をお待ち ファミリーサポー ト会員

受けたい依頼会員を、援助を行 しています。 ・参加費
う提供会員、依頼・提供の両方 なお、今後に支援の利用を希 無料です

を兼ねた両方会員で支援活動を 望し交流会に参加したいと考え 圃申込み期目

行っています。 ている方は、会員登録へ向けて 平成26年 11月21日 （金）

また、会員が集まり、交流の 説明会の受講が必要となります まで、あっけし子育てサポー ト

輪を広げ、今後の子育て支援活 ので相談ください。 センター （担当 ：杉本）

動を円滑に進めることを目的に、

［上］手話歌の説明を聞きながら
実践する参加者

TEL 52-7752 

［上］依頼会員の子どもと一緒に、楽しく
ストローロケットを作りました

ボランティア活動助成金のお知らせ

生命保険協会では、ボランティア活動を目的

とした団体や、特定非営利活動法人への助成を

実施しています。

この助成対象は、虚弱化予防の活動、自立支

援活動、交流サロンを実践している団体の活動

費として 15万円を限度に助成しています。

・申請方法

助成申請書に必要事項を記入し、所定の必須添

付書類とともに、生命保険協会まで郵便で送付

・助成対象期間

平成27年4月から平成28年3月までの活動

・申込み受付期日

平成26年 10月15日（水） まで

・問い合わせ先

厚岸町ボランティアセンター （担当：杉本）
TEL 52-7752 
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ボラシティア通信

ぢガδω
2 0 I 4. I 0 
厚岸町ボランティアセンター
088-1115厚岸町梅香2丁目1番地
TEし0153-52-7752
FAX 0153-52-6044 

地域を支えるボランティア登録者を募集中
厚岸町ボランティアセンターでは、特技や趣味 のか分からないという方がし、ると思います。

を活かして活動をしていただけるボランティアを 今回は、ボランティア活動をするにあたっての

募集しています。 大切な要点やボランティアセンターで行っている

空いている時間を有意義に使いたい、自分の力 活動を紹介します。ボランティア活動をしたい方、

をまちのために活用したいけど、どうしたら良い 興味のある方はお気軽に問い合わせください。

ボランティアの基本的な考え

．自分からすすんで行動する

ボランティア活動は、誰かに強制されたり、義

務として行わせる活動ではありません。

友人から誘われたり、学校や会社、地域の行事

として参加したり、「やってみようJと気持ちか

ら、ボランティア活動は始まります。

・地域の課題を発見する

自治会やまちの課題を発見するためには、地域

．課題解決の方法を考える

課題を解決していくためには何が必要なのか、

どうすればよし、かを、自由な発想やアイデアを大

切にしながら、方法やしくみを考えることと、多

くの人々と協力しながら力を合わせて行動するこ

とが大切です。

．見返りを求めない

ボランティア活動は、活動目的の達成によって、

のニーズ、を考えたり、集会への参加や、ボランティ 出会い、発見、感動、喜びといった精神的な報酬

アセンターまたはボランティア実践団体に相談す を得る活動であり、利益や報酬を第一の目的にし

る方法もあります。 た活動ではありません。

祉協では、今このような
ボランティア活動があります
現在、社会福祉協議会で行われているボランティ

アの活動としては、テレビ電話を利用して利用者

とコミュニケーションを図る傾聴ボランティア、

使用済み切手を収集して福祉団体の施設整備資金

の一助に協力する収集ボランティア、サロンでの

食事作り（写真）やゲームの進行、地域での見回

り活動、在宅老人デイサービスセンタ一行事のお

手伝いなどがあります。

みなさんのボランティア登録をお待ちしており

ます。
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編集後記

園全国各地で豪雨や土砂崩れ、

冠水で、住宅に浸水する被害が多

く、厚岸町も突然の大雨や雷雨

が発生しました。これから台風

が多くなる季節です。荒天が長

期間続いたり、多量の大雨が降っ

た際には、気象情報の確認をお

願いします（杉本）

・6月から始まった介護職員初
任者研修も 5ヶ月間を過ぎよう

としています。家族介護のため、

仕事に役立てたいなど受講理由

はさまざまですが、無事修了を

迎え、厚岸町の介護を支える人

材に育っていただくことを期待

します。（米内山）

厚岸町社協広報誌
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祉会福祉法人
厚岸町社会禍祉協鴫会
干088-1115厚岸郡厚岸町梅香2丁

目1番地
厚岸町社会福祉センター肉
TEL 0153-52-7752 
FAX 0153-52-6044 
URL http: I /w附 6.plala.or.jp/ 
akkeshisyakyou/ 

｜あ知ら包情報 m……6044 I 

お気軽に相談を 皆さんの参加大歓迎

無料法律相談所 障害者（児）ふれあいフヱス

民生委員が無料で福祉相談 ティパル「こう福祉21」

に応じます。秘密は守られま 障がいの理解のため、さま

すので安心して相談ください。 ざまな活動を紹介するポスター

・日時／ 11月 25日（火） 13 

時30分～ 15時00分

聞場所／社会福祉センター

・相談員／中野美津男、吉田

幸男、葛西松子

・問い合わせ／社協52 7752 

1ヶ月を目安に
車いす無料貸出

社協では、一時的な車いす

の貸し出しを行っていますの

で活用ください。

・貸付場所／社会福祉センター

聞料金／無料

・問い合わせ／社協52-7752 

・その他／台数に限りあり

セッションや壇上発表のほか、

「見る」「聞く Jr体験するJの
コーナーが楽しめます。福祉

関係者だけでなく、どんな方

でも参加できますので、一緒

にふれあいの一日を過ごしま

しょう。

聞とき／ 11月9日（日）

幽ところ／社会福祉センター

掴問い合わせ／社協 52-7752

もしくは町保健福祉課障害

福祉係53-3333

掴その他／詳細は、町内に掲

示するポスターもしくは配布

チラシをご覧ください。

l寄付・寄贈ありがとうございます（6月～9附） ｜ 
【寄付金】

一般寄付／織田美登志さん50,000円〔心和園へ〕、 小島克己さん

（門静）100,000円〔心和閏へ〕

｛寄贈品】

V法人本部lこ／大地みらい信用金庫松葉町支店～古切手

v心和闇lこ／厚岸漁業協同組合～樟前昆布、アップルクラブ～古
布、リビングホーマさざい～ティッシュ、富田英夫さん（トライ

ベツ）～大根 ・キャベツ

I 今月の福祉標語（平成何度福祉標語入選作品） I 

どこにでも持って歩こう思いやり
（平成25年度福祉標語優秀賞厚岸中2年大野航汰さん）

「どうしたの？」 その一言が第一歩
（平成25年度福祉標語優秀賞 真龍小5年高橋みなみさん）

あいさつで げんきになるよたのしいよ
（平成25年度福祉標語努力賀太田小2年松田椛蓮さん）

， この広報誌は、赤い糊共同募金の配分金を受けて発行しています。


